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いろはえ事件と報・

横山市績の蒲融離資料語学芸員鱒灘 裕

議灘護撞
櫨尚子撃の f襲警の補jは、額戸内翼手のほぼ中央に

稜驚L古代よ努溝上交通の要構であった品構棒

ち、思持ちの饗議として必ず親離は入港、し、 f鞠
費Jと f人Jの焚易が盛んに究瀧し、その結集と

して文化も鶴け、大韓緩やかな議轄であった。ま

た、誌戸襲警ft.こは轍韓議韓、捜や擁護人の f江戸上

寺jのー特も立ち寄号、それらを物語る史料も遣

されているa

幕末には袈本龍馬の率いる謀議離らが乗った蒸

気齢、 fいろは丸jが、紀州藩の f明党丸jと讃離

籍ノ静沖で害警突い曳競中ほどなくして沈没し

た。そして、構後轄の襲撃に上醸し事務の議載を若

うこととなった。これが我麗で差是拐の蒸気器開土

従来の裁

の海難事故をめぐる議輔と争ったのである。議鞠

は鞠史けでは決着がつかず、議婚にー持ち込まれ

た窃龍蕗iま、紀調藩を絡事tこ部9関部警部まとを時蟻嶺
金を支払わせることに成功、した。しかし、職議金

はその議13;棋沼南余減額して70.000障で換馨した

のである、紙支払われたのは龍馬会糟饗された畿

だった。

いろは丸め遺斡から大掛藩がその般を購入する

までの経過を能薬欝われていた説と、畿道大灘襲警

主加藤家に様存されて!いたfいろは丸購入契約

書jの欝軒から鞠った新事実を交えて紹介した。

穣E震の乎戴や轄の諜霊童史民楼資料麓での展示会ど

あれこれとお惑させていただいた。欝織は、当器

裏話帯した講横一レジュメ~を襲撃考にしていただきたい。
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1867 慶応3 4月8日 いろは丸長崎に入港する

午後11時頃(紀州側の記録では 6時30分頃)、讃岐箱ノ岬と備中六島の聞を東航中、紀州藩船
4月23日

「明光丸J(878トン、 150馬力)と衝突。曳航中ほどなくして沈没する (いろは丸事件)

午前8時頃、いろは丸の乗員34名を乗せた明光丸が斬の浦に上陸。紀州藩は円福寺へ、いろ

4月24臼 は丸側は小曾根英四郎の仲介で桝屋清右衛門宅を宿とし、道越町の魚屋高蔵宅を応援(談判)

所として、午後l時頃より始める

龍馬は、急場の要用として一万両を要求するも、高柳楠之助は勘定奉行の茂田一次郎と相談
4月25日

の上、金一封 0，000両)を出す返答を拒否する

午後2時40分、交渉決裂。交渉の場を長崎に移す。明光丸が鞠港を出航する。龍馬、別船に
4月27日

て草原巷を出航する

4月29日 明光丸が長崎港へ入港。龍馬、伊藤助太夫宅に入る

5月8日 龍馬、三吉慎蔵へ妻楢崎龍のことを託し、下関を出航する

5月10日 坂本龍馬、長崎へ到着

5月13日 海援隊土たち、長崎へ到着。龍馬、橋本願之助を伴って高柳楠之助の宿を訪れる

[長岡謙吉の応接筆記]才谷梅太郎から高柳楠之助宛に長岡謙吉に筆記させた内容を文書で30
5月15日

項目を確認させ、今後は「万国公i去jに則って議論することを約束させる

[成瀬国助の応接筆記]

出席者 O土佐藩才谷梅太郎ほか二名 ・紀州藩 高柳楠之助ほか二名

5月16日 実質、才谷梅太郎と高柳楠之助の両者の応援昨日の応援記録を二か条を英文に翻訳して万

国公法にて判断すべきとする龍馬と、幕府(長崎奉行所)の公裁を仰ぐべきとする高柳の主

張が対立する

[聖徳寺にて後藤象二郎と茂回一次郎との応接]五代才助を調停に入れ、政治的交渉の見事さ

により土佐藩側が賠償に応じさせる
5月22日

[証書内容] 賠償金額 83，526両198文 内 35，630両イロハ丸沈没ニ付キ船代 47，896両198

文積荷物等代価

龍馬、高柳楠之助と面談し、後藤象三郎と共に紀州藩の茂田一次郎を訪れる。長崎で流行ら
5月26日

せた俗謡「船を沈めたその償いは、金をとらずに国をとるjの効果が絶大となる

紀州藩、五代才助に調停を依頼する。紀州、|藩士の岡本覚十郎、高柳楠之助と共に龍馬襲撃の

5月28日 ため僚喰町の宿を訪ねるも不在で断念する。龍馬、伊藤助太夫に長崎での世論が海援隊に有

利であることをまた、妻龍子あてに近況報告と下関に立ち寄れないことの{宅ぴを手紙に記す

龍馬、いろは丸事件の賠償額について調査不十分を理由に仲介役の五代才助への対応を保留
5月29日

する。小谷耕蔵・渡辺剛八らにいろは丸事件の交渉成立を手紙で知らせる

龍馬の代理として、中島作太郎(信行)が長崎に下り紀州藩の山田伝左衛門と会談し、賠償
10月19日

金を13，000両余減額して70，000両で事を終わりにする和解が成立する

11月7日 紀州、|から土佐藩へ賠償金が完済される

11月15日 坂本龍馬、京都近江屋にて暗殺される

佐々木三四郎(高行)、賠償金のうち15，345両余を海援隊一同に分配する。大洲藩へ船価・海
12月30日

援隊貸し金の合計42，500両が返還される
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いろは丸姿図 [白帆注進外国船出入注進]より

龍馬が所持していたものと同型のスミス&ウ工 ッソン2型
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福山市輔の浦歴史民俗資料館「龍馬からの贈り物j展
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契約書の外包み藩主・家老の書名約定文書

震応2年12月24日38歳

「書永寺j境内にある国島六左衛門の墓

左面国島六左衛門の墓正面愛媛龍馬会建碑の国島六左衛門墓碑

大洲市の浄土宗
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坂本龍馬の手紙

京都国立博物館所蔵
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